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不安の強い施設高齢者への短期的回想絵の介入
一回想類型とPOMSを用いての分析-
[研究日的】高齢者の心理的ケアを展開していく上で、Eriksonの提唱する自我の統合に
沿うことと.高齢になるにつれて個人差が大き(なることに着Elした。これらを粋まえ
て回想法が有用であろうと考え,一般的個人回想蛙が高齢者の個人差に関わらず自我の
統合へと向かわせる作用があるかについて注目した。そこで本研究では統合と絶望の両
極を不安傾向の側面で捉え、不安傾向の強い施設高齢者の心理機能と回想前後の気分の
特徴を.不安傾向の低い高齢者と比較することで明らかにしたい。
【方法】 65歳以上の健康な施設高齢者46名を対象に.短期間の一般的個人回想法による
介入を行った。特性不安尺度(STAI X-H)の得点を基準に対象者を高不安群、低不安群
に分け.回想結前後の感情プロフィール尺度(POMS)の得点結果と.回想類型に沿って
分類した心理機能の結果をもとに検定し,特性不安と回想鏡の関係を分析した。
[結果]回想法前後のPOMS得点の変化は.低不安群に有意糞を示さなかったのに対し.
高不安群では「抑うつ一落ち込み」 「怒り一敵意」 「疲労」の項目で有意な差が示された
(pく0.05)。また、両不安群間で回想類型の出現の有無に有意な糞はなく.両群共に「情
報の再構成回想」が最も多く.次に多かったのは「統合的回想」であった。 POMSと回
想類型に関連はみられなかった。
[奇癖】短期的な回想珪によって.高不安群に陽性の気分変化が認められた。このことは
不安を感じ易い高齢者に対して、回想法が安らぎの方向へ精神状態を変える働きがある
ことを示し、それは通常.高不安群が外部の刺激から遠ざかり個人の内部に閉じこもる
傾向に由来していると考えられた。また.高不安群と否定的な回想類型の関係は認めら
れなかったが.これらは言語によって表される回想が語り手によって意故的に操作さ礼
るために.心理状態が回想類型に反映されに(いことを示している。同様の理由にから、
肯定的・否定的由憩と気分との関連も諦められなかゥた。しかし高不安群に肯定的回想
が多数表れたことは.回想蛙の刺激が高不安群に有効に働き.肯定的に考える視点や姿
勢を起こさせたことを示すと考える。
[総括】本研究は心理ケアを行う上で自我の統合を目指していくことに着目し、短期個人
回想鴇の介入を行った。それによって一般的個人回想法が不安レベルの高い高齢者に有
用であることが示唆された。
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